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期末 [2]期末試験

指示形容詞・所有形容詞 持ち物を言えるようにする。
前期の復習・まとめ 前期の復習とまとめ、試験対策を行う。

強勢形・否定形 話し言葉・否定の表現を覚える。
動詞の活用(3) 第一群規則動詞について学ぶ。

動詞の活用(2) 基本動詞 avoir について学び、活用を覚える。
女性形・複数形・定冠詞 形容詞の変化の仕方、定冠詞の用法を理解する。

前期中間試験 フランス語で簡単な内容の口頭試験を行う。
動詞の活用(1) 基本動詞 être について学び、活用を覚える。

名詞の性・数・不定冠詞 名詞のしくみについて学ぶ。
数字 1～20までの数字を学ぶ。

自己紹介 自分の国籍・職業・趣味などを話す練習をする。
主語人称代名詞 フランス語の全人称について理解する。

文字と発音 発音と綴り字の関係について理解し正しい発音を学ぶ。

挨拶 フランス語で簡単な挨拶ができるようにする。

授　　業　　計　　画

フランスとフランス語に親しむ フランスの紹介やフランス語に関する知識・基礎を学ぶ。

本科・専攻科
教育目標

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習

（予習・復習）内容

授業概
要、方針、
履修上の

注意

フランス語の独特な発音や、日常よく使われる表現をビデオやCDなどの視聴覚教材を用いながら繰り返し練
習していく。
当言語理解するために必要な文法事項をテキストに沿った例文と共に解説していく。
外国語の授業は根気強く続けることが必要である。よって各自授業内容の復習と反復練習を行わなければな
らない。

教科書・
教材

沼田五十六他　著『カジュアルにフランス語―改訂版―』（朝日出版社）

参考図書：多田道太郎　編『クラウン仏和辞書』（三省堂）
（他にも参考図書を探す場合のキーワード：仏語・仏検・フランス語検定）

講義中の活動及び小テスト、中間・期末テストの
内容を考慮して評価する。

総合評価 中間・期末試験の成績を60％、課題30％、授業への積極的な参加を10％として評価する。

達成度目
標と評価

方法

科目達成度目標 達成度目標の評価方法

フランス語の発音と綴り字の関係を理解
し、正確な発音を習得する。

正しい発音することができるか、毎回講義中に
チェックする。

基本的な文法事項を理解し、応用するこ
とができる。

正しく文法事項を理解できているか、随時小テス
トを行い評価する。

「読む」「書く」「聞く」「話す」という４つの力
を総合的に身に付ける。

講義 前期

科目目標 フランス語、及びフランス語圏の文化へのより深い理解と興味を高める。

全学科 選 履修 1単位

教員名：　金城　豪
作成

技術職員名：

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

科目名 フランス語Ⅰ
英文表記 French Ⅰ 平成24年3月6日

科目コード 3011
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学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

備考欄

記入無し

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）

期末試験
学習時間合計 実時間 22.5


